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令和元年度仙台市認知症対策 主要事業の取組み方針及び計画 

 

 本市では、「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」の 7本柱に沿ってそれぞれの対

策を継続して実施している。実施に当たっては、認知症のご本人が主体となる医療・相談・支

援が行われ、認知症になっても安心して住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、認

知症当事者の声を積極的に取り入れるなど、関係機関等と連携を図りながら事業を推進する。 

 

1 普及啓発 

（１）認知症パートナー講座の実施 

認知症の人のできないことだけをサポートして、できることを一緒にする 

「パートナー」を養成する。 

○対象：市内の認知症サポーター養成講座修了者等 

   （サポーター養成講座の受講は必須としていない） 

○回数：2回/年 

 第 1回 

 【日時】令和元年 8月 6日（火） 

 【会場】仙台市シルバーセンター 

第 2回 

 【日時】令和 2年 2月 28日（金） 

 【会場】仙台市シルバーセンター 

（２）キャラバンメイトスキルアップ研修の実施 

キャラバンメイト養成講座を修了した方を対象にスキルアップ研修を実施する。 

○対象：キャラバンメイト養成講座修了者 

○回数：1回/年 

（３）認知症サポーター情報交換会の開催 

認知症サポーターとして具体的な取り組み事例を紹介し課題やアイデアを共有する。 

○対象：仙台市内で認知症サポーターとして活動している方等 

○回数：1回/年 

 

 

２ 早期診断・早期対応 

（１） 認知症疾患医療センターへの事業評価導入 

認知症疾患医療センターは、それぞれの地域において、認知症の専門医療を提供し、

地域連携体制の推進をはかる実践的な専門医療機関であり、その地域の実情に応じ、現

在の事業の質を評価・分析し、課題を抽出し、事業の質を改善・向上させるための取り

組みを進めていくことが求められている。そのため、次年度（令和 2年度）より事業評

価を実施することとし、今年度評価方法等を検討している。 
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【スケジュール】 

令和 2年 1月 第 2回認知症対策推進会議で、評価方法（案）を提出 

      5月 評価シートを各センターから提出 

   7月 令和 2年度第 1回認知症対策推進会議で、評価結果を報告 

 

 

参考 

① 令和元年度認知症パートナー講座（第 1回） アンケート結果 

② 認知症施策推進大綱（概要） 


